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「数学探究ノート」
数学Ⅱ「対数関数」
「日常生活や社会の事象」のパフォーマンス課題


○○高等学校













２　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　



「日常生活や社会の事象①」
	課題　　　　日常生活や社会の事象についての文章問題と解答例をつくりなさい。
	[bookmark: _Hlk63749323]例題     
 

 




	
	(類題①）
　ある空想漫画にでてくる道具のなかに、次のような薬品がある。その薬品は液体で、１滴振りかけると５分ごとにそのものの個数が２倍になる。いま１個のまんじゅうにその薬品をかける。このとき、次の問いに答えなさい。ただし、とし、答えは整数で求めなさい。
(1) クラス30人が１人１個以上まんじゅうをもらえるのは何分後か。
(2) 滋賀県の人口を約150万人としたとき、全員が１人１個以上まんじゅうをもらえるのは何分後か。




	（解答例）
(1) ５分後に２個、10分後に４個・・・、と順番に考えていくと

25分後に となり、クラス全員に１個以上もらえる。よって25分後。

(2) 分後(は自然数)のまんじゅうの個数を個とおくと、
　　　
      150万人分のまんじゅうができるのは、
　　　
両辺の常用対数をとると、
　　　
      は自然数だから、

      よって分。つまり、約１時間45分後





	問題づくりのために考えてみよう。
・(2)の解答の１行目の意味を考えてみよう。　
・この薬を参考にして、新たな薬を開発してみよう。




「日常生活や社会の事象②」
	
	(類題②）
[image: ]  放射性元素などで、「半減期」という言葉を聞くことがある。半減期とは、放射性元素が自然崩壊によって、その個数が 1/2になるまでの時間をさす。時刻 で崩壊せずに残っている原子の個数は、で表される。ただし、はじめの量、 は半減期とする。このとき、次の問いに答えよ。ただし、とする。







(1)半減期２年のある物質が1024gであるとき、16年経過すると何gになるか。
(2)放射性元素の数が、５年でとき、この放射性元素の半減期を求めよ。




	（解答例）
(1) において、とおくと、

　　　   よってg

(2) において、とすると、

　　　 となり、両辺の常用対数をとると、

　  　より、　　よって年



	問題づくりのために考えてみよう。
 の式の意味を考えてみよう。　　
・この問題を基に、問題づくりをするとき、変化させることのできる要素を考えよう。


＜評価について＞
☆このレポート課題は、以下の観点で評価します。レポート作成の際には以下の観点に注意
して問題を作成してください。

観点①　作成した問題に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	問題例に工夫を加えた設定に変えたり、実際の放射性元素を調べたりして問題を作成したうえで、オリジナルな設問を付け加えている。
	[bookmark: _Hlk55555323][bookmark: _Hlk50802928]問題例に工夫を加えた設定に変えたり、実際の放射性元素を調べたりして問題を作成している。
	[bookmark: _Hlk50802959]問題例の数値を変換した問題の設定となっている。
	問題例の数値を変換しようとしている。



観点②　解答例の数学的な記述に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	説明が簡潔で、計算の過程がわかりやすく、式や言葉を関係付けて表現し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を用いて表現・処理し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を組み合わせて表現・処理している。
	説明において、式を用いて表現・処理している。














レポート課題　　　　　　　　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	課題　　　　類題および例題を参考にしながら、対数関数に関する日常生活や社会の事象についての文章問題と解答例をつくりなさい。ただし、必要ならば教科書の常用対数表を用いてもよい。
	例題     
 

 




	（作成問題）







	（解答）


















	・工夫した点や問題を作成して気付いたことを書きなさい。







＜レポートへの相互評価欄＞　　
	
観点①　作成した問題に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	問題例に工夫を加えた設定に変えたり、実際の放射性元素を調べたりして問題を作成したうえで、オリジナルな設問を付け加えている。
	問題例に工夫を加えた設定に変えたり、実際の放射性元素を調べたりして問題を作成している。
	問題例の数値を変換した問題の設定となっている。
	問題例の数値を変換しようとしている。



観点②　解答例の数学的な記述に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	説明が簡潔で、計算の過程がわかりやすく、式や言葉を関係付けて表現し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を用いて表現・処理し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を組み合わせて表現・処理している。
	説明において、式を用いて表現・処理している。



観点③　プレゼンテーションにおける態度に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」
の全てにあてはまる説明ができた。
	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」
の２つにあてはまる説明ができた。
	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」
のどれか１つにあてはまる説明ができた。
	①、②、③ の、どの観点とも異なる独自の観点で説明できた。





＊質問コメントは「①理由や根拠を明らかにする」「②グループの他の生徒の解答と比較・関連付ける」
　　　　　　　　「③問題を新たな視点からとらえ直す」　　　　　　の視点に注意して書こう。
	評価者
	観点①
	観点②
	観点③
	評価コメント（後の発表で必要になります）

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	

	
	
	
	


振り返りシート　　　　　　　　　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	課題　　得られた意見や評価を基に、問題および解答を修正し、よりよいものに改善しよう。

	（得られた意見）





	（作成問題）

	（解答）



















	・日常生活や社会で、指数や対数が用いられていることの有用性を書こう。 
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